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０１．３期 ０２．３期 ０３．３期

旧・日製産業
【事業統合承継会社】

○ ○ ○

旧・日立製作所
【計測器Ｇ・半導体製造装置Ｇ等】

×
（上期）

×
（下期）

○ ○

【報告算出基準】

【注】１． ０１．３期は、旧日製産業のみの数値

　　   ２． ０２．３期は、０１．１０の事業統合により

　　　　　 下半期のみが統合後の数値

    　  ３． ０３．３期は、通期で統合後の数値



Ⅰ．０３．３期　業績目標



売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

０１．３期 ８，４８７億円 １４７億円 １６４億円 ７７億円

０２．３期 ７，３８３億円 ９９億円 １０３億円 ５５億円

０３．３

中間期
３，７６０億円 ４５億円 ４４億円 １８億円

０３．３期 ７，８７０億円 １０８億円 １０６億円 ５６億円

＜０３．３期　業績目標【連結ベース】＞
０３．３期　売上高 ７，８７０億円　営業利益 １０８億円

－１－



Ⅱ．セグメント別業績目標



０１．３ ０２．３ ０３．３予

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

電子デバイス

システム
１，００６ ３３ ９７９ １８ ９５５ ３

ライフ

サイエンス
４２１ ５ ５４９ １７ ６８０ ２６

先端産業部材 ２，４３２ ３６ １，８７２ ０ １，８３４ ８

情報エレク

トロニクス
１，９３９ ２１ １，７１１ １３ １，６７９ １１

単独ベース ５，７９８ ９５ ５，１１１ ４８ ５，１４８ ４８

連単差額 ２，６８９ ５２ ２，２７２ ５１ ２，７２２ ６０

連結ベース ８，４８７ １４７ ７，３８３ ９９ ７，８７０ １０８

（単位：億円）

＜セグメント別業績目標＞
０３．３期　ライフサイエンス・先端産業部材・関連会社が好調見通し

１．電子デバイスシステムは、０３．３期までは減益予想

２．ライフサイエンスは高付加価値製品の投入により堅調

３．先端産業部材は、オプトエレクトロニクス部品で増益を目指す

４．連結ベースでは、日立計測器サービスの利益が貢献

－２－



Ⅲ．セグメント別戦略説明
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（エッチング装置内旧・日立直販分）
エッチング装置
EB��������������

��������������

測長SEM
営業利益

売上高（億円） 営業利益（億円）

＜電子デバイスシステム＞
０３.３期は減益、０４.３期以降業績回復を狙う

１．半導体不況の影響で測長ＳＥＭとＥＢの売上
　　高は、２６０億円から１９９億円と２３％、９２億
　　円から８１億円と１２％減少する見込み

２．エッチング装置は、旧・日立直販分が通年で
　　寄与するため、１９２億円から２０９億円と９％
　　増加する見込み

３．営業利益は、減少するものの下期からの回
　　復により黒字を確保する見込み

－３－

Ｐ１２参照：測長ＳＥＭ　　Ｐ１７参照：ＥＢ（電子線描画装置）

Ｐ２２参照：エッチング装置
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【半導体製造・評価市場動向】

（Data Quest 2002/1予測）（億ドル）

＜０３．３下期　業績回復【電子デバイスシステム】＞
０３.３下期の回復に明るい兆しあり

１．半導体製造・評価市場規模は、金額ベースで

　　０２年が底。０３年より本格回復の予測

２．測長ＳＥＭの受注高は、引合いが増加してい

　　ることから０２．３下期 ６５億円から０３．３上

　　期 ８５億円、３１％増を予想。

３．１００ナノ対応の次世代マスク用ＥＢを４月に

　　市場投入することにより、上期 ４５億円の受

　　注予定

４．エッチング装置の受注高は、メタル機から成

　　長分野の絶縁膜機への重点シフトにより、

　　０２．３下期１１０億円から０３．３上期１２０億

　　円を予想

５．受注高は、０２．３下期 ４２０億円から０３．３

　　上期 ５３０億円へと２６％増加の予想

－４－
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バイオ関連分析装置 生化学検査装置�������������

������������� 免疫血清検査装置 生化学／免疫検査装置

その他 営業利益

売上高（億円） 営業利益（億円）

＜ライフサイエンス＞
高付加価値製品の伸びにより、利益拡大見込み

１．プロテオーム（蛋白解析）市場が伸長する中、
　　バイオ関連分析装置（ＭＳ、ＤＮＡシーケンサ
　　、ＮＭＲ）を拡販し売上高 ２７２億円、３５％
　　増の見込み

２．業界で初めて生化学検査装置と免疫血清
　　検査装置を組み合わせたシステムを投入し、
　　初年度売上高２８億円を目指す

３．小型生化学モジュラーの投入により、生化
　　学検査装置は売上高１５２億円、１３％増を
　　目指す

４．技術優位性のある製品を投入し、増益を図
　　る

－５－

Ｐ２３参照：生化学検査装置、免疫検査装置＝検体検査装置
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＜バイオ分野への取り組み【ライフサイエンス】＞
伸長著しいプロテオーム／ゲノム市場に集中

１．プロテオーム・ゲノム市場は世界的なポスト

　　ゲノム計画の高まりから伸長率拡大予測

　　（０１→０４年平均伸長率２５％）

２．米国企業とのアライアンスによるＤＮＡシーケ

　　ンサのＯＥＭビジネスの拡大

３．ブルカー社製ＮＭＲは、需要拡大が見込まれ

　　る公的研究機関に集中営業をかける。売上

　　高は２５億円から５４億円へ倍増計画

４．自社・他社の高度な技術を生かした高付加

　　価値製品の販売により、利益増を見込む

－６－



＜検体検査装置【ライフサイエンス】＞
モジュラーシステムの高付加価値化で需要喚起

１．モジュラーシステムにより装置ユニットを組み合わせて、顧客の検査処理の多さ、検査室

　　の大きさに応じたシステムを販売

生化学モジュラー（コレステロール､肝臓病等の検査用） 免疫血清モジュラー（感染症､ホルモン等の検査用）

２．医療費抑制政策により顧客の効率化ニーズが高まる中、顧客セグメント別にニーズに

　　応え新製品投入、売上増

　　　◆大病院向けに、生化学と免疫血清検査装置を統合したシステムを投入、生化学と

　　　　 免疫検査を一挙に効率化
　　　◆中小病院向けに、小型化した生化学モジュラーを投入

３．従来のモジュラーシステムに加え、統合型／小型化モジュラーシステムという高付加価値

　　製品の投入により利益増

－７－
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ＯＥ部品 シリコンウェーハ�������������

パソコン関連 その他
営業利益

売上高（億円） 営業利益（億円）

＜先端産業部材＞
オプトエレクトロニクス（ＯＥ）部品の回復により、０３．３期は増益を目指す

１．ＯＥ部品の一部である液晶プロジェクター用

　　光学部品は、デジタルテレビの普及等から大

　　型映像デバイスに活気が生まれ、６５億円か

　　ら６９億円への微増を見込む

２．ＯＥ部品の一部である光メディア部材は、ＣＤ

　　－Ｒ用アルコール等の増加により３８億円か

　　ら６７億円に倍増を予想

３．シリコンウェーハは、半導体市場の回復に伴

　　い２６０億円から２８８億円と１１％の増加を

　　見込む

４．営業利益は、相対的に高付加価値製品であ

　　るＯＥ部品の回復により増益を見込む

－８－
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���������������

チップマウンター その他
営業利益

売上高（億円） 営業利益（億円）

＜情報エレクトロニクス＞
半導体に回復の兆し、情報家電機器が引き続き好調

１．半導体は、需要が回復し、売上高 ６４９億円

　　から７１６億円へ１０％の増加を見込む

２．情報家電機器は、シアーズ社向けＴＶ・ＶＴＲ

　　等の拡販や米国スプリント社向け携帯電話

　　の新規投入により、３７３億円から４３９億円

　　へ１８％の増加を見込む

３．チップマウンターは、情報通信市場が低迷し

　　ているものの、中国向け取引への注力により

　　売上高は横ばいを維持

４．営業利益は、半導体の本格回復時期での上

　　昇に期待

－９－



連結子会社 決算期 売上高 営業利益 経常利益 当期利益 総資産 自己資本 出資比率 業務内容・業績動向

０１．３ ３３０ １７ １７ ４ ２０７ ７１

０２．３ ３５２ ２０ ２０ １１ ２３７ ８７
日立

計測器サービス

０３．３予 ３９５ ２１ ２１ １２ － －

１００

当社の電子デバイスシステム、ライフサイエ

ンス製品等の保守サービス、技術コンサル

ティング、部品の販売

０１．３ １，１５７ １５ １９ ９ ２９３ ５０

０２．３ ９２９ ４ ６ ３ ２５１ ５０
アメリカ日立
ハイテクノロジーズ

（注１）
０３．３予 １，３５７ ９ ９ ６ － －

５３

当社の電子デバイスシステム、ライフサイエ

ンス、情報エレクトロニクス製品の米国にお

ける販売、サービス援助

０１．３ － － － － － －

０２．３ ９０ １ １ １ １０４ ４９
日　　立

サイエンスシステムズ

（注２）
０３．３予 １８４ ４ ４ ２ － －

１００

ライフサイエンスのうち汎用品の開発・製

造、分析業務の受託ビジネス。市場は安定

し、受託は比較的利益率が高いため、安定

した利益を出している

＜連結子会社＞
日立計測器サービスの高収益経営が業績に貢献

【主要３社】

－１０－

（億円、％）

（注１）２００２年４月１日、アメリカ日製産業、日立アメリカの半導体製造装置部門、及び日立

　　　　インスツルメンツの事業を統合し、新会社を設立

（注２）２００１年１０月１日、事業統合により、０２．３期から連結対象



35%

65%

＜日立計測器サービス【連結子会社】＞
保守・サービス業務により、安定的収益を確保

１．業務内容

　当社の電子デバイスシステム、ライフサイエンス製品

　の国内及び海外（中国・米国を除く）における保守

　サービス、部品の販売

２．特徴

　①当社の電子デバイスシステム、ライフサイエンス製

　　品の累積出荷台数がサービス売上に直結するため、

　　創業以来、利益が安定しかつ拡大

　②顧客密着型ビジネスのため、顧客ニーズ、引合い

　　を速やかに察知し開発、営業部門内にフィードバック

３．今後の展開

　①装置の稼動・障害情報を提供するＡＳＰサービス

　　などのソリューション・サービスの拡大

　②中国・米国でのサービス体制確立や部品のワー

　　ルドワイドな一元管理等のグローバルサービス

　　展開

　③ＤＮＡ解析サービスを核としたバイオビジネスの

　　展開

－１１－
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【売上構成】

経常利益（億円）

保守サービス他

部品の販売

売上高（億円）



Ⅳ．主要製品説明

クローズアップ



＜設備投資等の動向＞

０２．３ ０３．３予

設備投資 ５２億円 ７３億円

減価償却費 ４９億円 ５７億円

研究開発費 ３４億円 ９２億円

－２８－



Ⅲ．セグメント別戦略説明

＜ライフサイエンス＞【検体検査装置】写真

Ⅳ．主要製品説明

＜測長ＳＥＭの概要＞

＜電子線描画装置（ＥＢ）の概要＞

＜エッチング装置の概要＞

＜検体検査装置の概要＞

＊データ容量が膨大なため、【配信用】では削除しています。

　詳細については、下記担当までお問合せください。

【担　当】

人事総務本部　総務部広報課　　木村　健芳

TEL:03-3504-5456  FAX:03-3504-7123
E-mail:kimura-takeyoshi@nst.hitachi-hitec.com


